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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成20年6月26日(2008.6.26)
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【公表日】平成20年1月10日(2008.1.10)
【年通号数】公開・登録公報2008-001
【出願番号】特願2007-515247(P2007-515247)
【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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   Ｂ３２Ｂ  27/30    　　　Ｄ
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【手続補正書】
【提出日】平成20年5月9日(2008.5.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの微孔質フィルム、及び
　そこに取り付けられた機能層を含む防護被覆であって、少なくとも１つの微孔質フィル
ムが疎油性である、空気透過性を有する防護被覆。
【請求項２】
　少なくとも１つの微孔質フィルムが延伸ポリテトラフルオロエチレン（ｅＰＴＦＥ）を
含む、請求項１に記載の防護被覆。
【請求項３】
　少なくとも１つの微孔質フィルムが、フルオロアクリレート、フッ素化ポリエーテル、
フルオロウレタン、フルオロシリコーン及び非晶質フルオロポリマーから選択される少な
くとも１種の材料を含む疎油性被膜を含んでなる、請求項１又は２のいずれかに記載の防
護被覆。
【請求項４】
　前記微孔質ｅＰＴＦＥフィルムが、フルオロアクリレート、フッ素化ポリエーテル、フ
ルオロウレタン、フルオロシリコーン及び非晶質フルオロポリマーから選択される少なく
とも１種の材料を含む疎油性被膜を含んでなる、請求項２又は３のいずれかに記載の防護
被覆。
【請求項５】
　少なくとも１つの微孔質フィルムのオイル等級が４以上である、請求項１～４のいずれ
か１つに記載の防護被覆。
【請求項６】
　前記機能層が前記少なくとも１つの微孔質フィルムに不連続のアタッチメントによって
取り付けられている、請求項１～５のいずれか１つに記載の防護被覆。
【請求項７】
　少なくとも１つの微孔質フィルムが前記機能層に不連続の接着剤によって取り付けられ
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ている、請求項１～６のいずれか１つに記載の防護被覆。
【請求項８】
　前記機能層が吸着機能性材料を含む、請求項１～７のいずれか１つに記載の防護被覆。
【請求項９】
　前記吸着機能性材料が活性炭を含む、請求項８に記載の防護被覆。
【請求項１０】
　前記機能性材料が、吸着性及び反応性材料から選択される少なくとも１種の他の材料を
含む、請求項８又は９のいずれかに記載の防護被覆。
【請求項１１】
　前記機能層がさらに活性炭を含む編物布地シートを含んでなる、請求項８～１０のいず
れか１つに記載の防護被覆。
【請求項１２】
　前記機能層がさらに活性炭を含む連続気泡フォームを含んでなる、請求項８～１０のい
ずれか１つに記載の防護被覆。
【請求項１３】
　前記機能層が活性炭を２００ｇ／ｍ2未満含む、請求項８～１２のいずれか１つに記載
の防護被覆。
【請求項１４】
　シェル布帛及び裏当て材料から選択される少なくとも１種の追加材料をさらに含む、請
求項１～１３のいずれか１つに記載の防護被覆。
【請求項１５】
　前記防護被覆のガーレー数が１２０秒未満である、請求項１～１４のいずれか１つに記
載の防護被覆。
【請求項１６】
　前記防護被覆のＭＶＴＲが４０００ｇ／ｍ2／日より大きい、請求項１に記載の防護被
覆。
【請求項１７】
　前記防護被覆のＭＶＴＲが２０００ｇ／ｍ2／日より大きい、請求項１４に記載の防護
被覆。
【請求項１８】
　第１及び第２の微孔質フィルム、及び
　その間に含まれる活性炭含有シートを含んでなる機能層を含む防護被覆であって、１２
０ガーレー秒未満の空気透過性を有する防護被覆。
【請求項１９】
　前記微孔質フィルムの少なくとも１つが延伸ポリテトラフルオロエチレン（ｅＰＴＦＥ
）を含む、請求項１８に記載の防護被覆。
【請求項２０】
　前記活性炭含有シートが少なくとも１つの微孔質フィルムに不連続のアタッチメントに
よって取り付けられている、請求項１８又は１９のいずれかに記載の防護被覆。
【請求項２１】
　少なくとも１つの微孔質フィルムが前記機能層に不連続の接着剤によって取り付けられ
ている、請求項１８～２０のいずれか１つに記載の防護被覆。
【請求項２２】
　前記機能層が、吸着性及び反応性材料から選択される少なくとも１種の他の機能性材料
を含む、請求項１８～２１のいずれか１つに記載の防護被覆。
【請求項２３】
　前記活性炭含有シートが編物布地シートを含む、請求項１８～２２のいずれか１つに記
載の防護被覆。
【請求項２４】
　前記活性炭含有シートがフォームを含む、請求項１８～２２のいずれか１つに記載の防
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護被覆。
【請求項２５】
　前記機能層が活性炭を２００ｇ／ｍ2未満含む、請求項１８～２４のいずれか１つに記
載の防護被覆。
【請求項２６】
　シェル布帛及び裏当て材料から選択される少なくとも１種の追加材料をさらに含む、請
求項１８～２５のいずれか１つに記載の防護被覆。
【請求項２７】
　水蒸気透過量が４０００ｇ／ｍ2／日より大きい、請求項１８～２６のいずれか１つに
記載の防護被覆。
【請求項２８】
　前記機能層が活性炭を１００ｇ／ｍ2未満含む、請求項１８～２７のいずれか１つに記
載の防護被覆。
【請求項２９】
　第１及び第２の微孔質フィルム、及び
　その間に含まれる機能層を含む防護被覆であって、少なくとも１つの微孔質フィルムが
疎油性である、空気透過性を有する防護被覆。
【請求項３０】
　少なくとも１つの微孔質フィルムが延伸ポリテトラフルオロエチレン（ｅＰＴＦＥ）を
含む、請求項２９に記載の防護被覆。
【請求項３１】
　少なくとも１つの微孔質フィルムが、フルオロアクリレート、フッ素化ポリエーテル、
フルオロウレタン、フルオロシリコーン及び非晶質フルオロポリマーから選択される少な
くとも１種の材料を含む疎油性被膜を含んでなる、請求項２９又は３０のいずれかに記載
の防護被覆。
【請求項３２】
　少なくとも１つのｅＰＴＦＥフィルムが、フルオロアクリレート、フッ素化ポリエーテ
ル、フルオロウレタン、フルオロシリコーン及び非晶質フルオロポリマーから選択される
少なくとも１種の材料を含む疎油性被膜を含んでなる、請求項３０又は３１のいずれかに
記載の防護被覆。
【請求項３３】
　少なくとも１つの微孔質フィルムのオイル等級が４以上である、請求項２９～３２のい
ずれか１つに記載の防護被覆。
【請求項３４】
　前記機能層が少なくとも１つの微孔質フィルムに不連続のアタッチメントによって取り
付けられている、請求項２９～３３のいずれか１つに記載の防護被覆。
【請求項３５】
　少なくとも１つの微孔質フィルムが前記機能層に不連続の接着剤によって取り付けられ
ている、請求項２９～３４のいずれか１つに記載の防護被覆。
【請求項３６】
　前記機能層が吸着機能性材料を含む、請求項２９～３５のいずれか１つに記載の防護被
覆。
【請求項３７】
　前記吸着機能性材料が活性炭を含む、請求項３６に記載の防護被覆。
【請求項３８】
　前記機能性材料が、吸着性及び反応性材料から選択される少なくとも１種の他の材料を
さらに含む、請求項３６又は３７のいずれかに記載の防護被覆。
【請求項３９】
　前記機能層がさらに活性炭を含む編物布地シートを含んでなる、請求項２９～３８のい
ずれか１つに記載の防護被覆。
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【請求項４０】
　前記機能層がさらに活性炭を含む連続気泡フォームを含んでなる、請求項２９～３８の
いずれか１つに記載の防護被覆。
【請求項４１】
　前記機能層が活性炭を２００ｇ／ｍ2未満含む、請求項３７～４０のいずれか１つに記
載の防護被覆。
【請求項４２】
　シェル布帛及び裏当て材料から選択される少なくとも１種の追加材料をさらに含む、請
求項２９～４１のいずれか１つに記載の防護被覆。
【請求項４３】
　前記防護被覆のガーレー数が１２０秒未満である、請求項２９～４２のいずれか１つに
記載の防護被覆。
【請求項４４】
　前記防護被覆のＭＶＴＲが４０００ｇ／ｍ2／日より大きい、請求項２９～４３のいず
れか１つに記載の防護被覆。
【請求項４５】
　疎油性微孔質フィルムを有する防護被覆面をディーゼル燃料で汚染した後の２ＣＥＳ透
過量が５０μｇ／ｃｍ2未満である、請求項２９～４４のいずれか１つに記載の防護被覆
。
【請求項４６】
　疎油性微孔質フィルムを有する防護被覆面を皮脂で汚染した後の２ＣＥＳ透過量が２０
μｇ／ｃｍ2未満である、請求項２９～４４のいずれか１つに記載の防護被覆。
【請求項４７】
　６回の洗濯／乾燥サイクル後の２ＣＥＳ透過量が２０μｇ／ｃｍ2未満である、請求項
２９～４４のいずれか１つに記載の防護被覆。
【請求項４８】
　第１及び第２の疎油性微孔質フィルム、及び
　その間に含まれる活性炭含有シートを含む防護被覆であって、活性炭を２００ｇ／ｍ2

未満含み、ガーレー数が１２０秒未満の空気透過性を有する防護被覆。
【請求項４９】
　前記第１及び第２の微孔質フィルムが延伸ポリテトラフルオロエチレン（ｅＰＴＦＥ）
を含む、請求項４８に記載の防護被覆。
【請求項５０】
　前記活性炭含有シートが前記微孔質フィルムに接着剤で接着されている、請求項４８又
は４９のいずれかに記載の防護被覆。
【請求項５１】
　少なくとも１つの微孔質フィルムのオイル等級が４以上である、請求項４８～５０のい
ずれか１つに記載の防護被覆。
【請求項５２】
　前記第１及び第２の疎油性微孔質フィルムのオイル等級が４以上である、請求項４８～
５１のいずれか１つに記載の防護被覆。
【請求項５３】
　前記活性炭含有シートが炭素を１５０ｇ／ｍ2未満含む、請求項４８～５２のいずれか
１つに記載の防護被覆。
【請求項５４】
　前記活性炭含有シートが、吸着性及び反応性材料から選択される少なくとも１種の追加
材料をさらに含む、請求項４８～５３のいずれか１つに記載の防護被覆。
【請求項５５】
　前記活性炭含有シートが編物布地を含む、請求項４８～５４のいずれか１つに記載の防
護被覆。
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【請求項５６】
　前記活性炭含有シートが連続気泡フォームを含む、請求項４８～５４のいずれか１つに
記載の防護被覆。
【請求項５７】
　前記活性炭含有シートが前記微孔質フィルムに不連続のアタッチメントによって取り付
けられている、請求項４８～５６のいずれか１つに記載の防護被覆。
【請求項５８】
　シェル布帛及び裏当て材料から選択される少なくとも１種の追加材料をさらに含む、請
求項４８～５７のいずれか１つに記載の防護被覆。
【請求項５９】
　前記防護被覆のＭＶＴＲが２０００ｇ／ｍ2／日より大きい、請求項５８に記載の防護
被覆。
【請求項６０】
　ディーゼル燃料で汚染した後の２ＣＥＳ透過量が５０μｇ／ｃｍ2未満である、請求項
５８又は５９のいずれかに記載の防護被覆。
【請求項６１】
　皮脂で汚染した後の２ＣＥＳ透過量が２０μｇ／ｃｍ2未満である、請求項６０に記載
の防護被覆。
【請求項６２】
　第１及び第２の微孔質フィルム、
　該微孔質フィルムの間に含まれる機能層、
　該第１の微孔質フィルムに隣接しかつ該機能層の反対にある少なくとも１つの第１の追
加材料、並びに
　該第２の微孔質フィルムに隣接しかつ該機能層の反対にある少なくとも１つの第２の追
加材料を含む防護被覆であって、該微孔質フィルムの少なくとも１つが疎油性である、空
気透過性を有する防護被覆。
【請求項６３】
　前記第１及び第２の微孔質フィルムの少なくとも１つのオイル等級が４以上である、請
求項６２に記載の防護被覆。
【請求項６４】
　シェル及び裏当て材料から選択される少なくとも１つの追加材料の層をさらに含む、請
求項６２又は６３のいずれかに記載の防護被覆。
【請求項６５】
　前記微孔質フィルムの少なくとも１つが延伸ポリテトラフルオロエチレン（ｅＰＴＦＥ
）を含む、請求項６２～６４のいずれか１つに記載の防護被覆。
【請求項６６】
　前記第１及び第２の微孔質フィルムがｅＰＴＦＥを含む、請求項６２～６５のいずれか
１つに記載の防護被覆。
【請求項６７】
　前記第１及び第２の微孔質フィルムの少なくとも１つが、フルオロアクリレート、フッ
素化ポリエーテル、フルオロウレタン、フルオロシリコーン及び非晶質フルオロポリマー
から選択される少なくとも１種の材料を含む疎油性被膜を含んでなる、請求項６２～６６
のいずれか１つに記載の防護被覆。
【請求項６８】
　前記機能層が吸着機能性材料を含む、請求項６２～６７のいずれか１つに記載の防護被
覆。
【請求項６９】
　前記機能層が活性炭を含む、請求項６８に記載の防護被覆。
【請求項７０】
　前記機能層が、吸着性及び反応性材料から選択される少なくとも１種の追加材料をさら
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に含む、請求項６８又は６９のいずれかに記載の防護被覆。
【請求項７１】
　前記機能層が炭素を２００ｇ／ｍ2未満含む、請求項６９又は７０のいずれかに記載の
防護被覆。
【請求項７２】
　前記機能層がフォームシートを含む、請求項６９～７１のいずれか１つに記載の防護被
覆。
【請求項７３】
　前記機能層が編物布地を含む、請求項６９～７１のいずれか１つに記載の防護被覆。
【請求項７４】
　前記機能層が前記微孔質フィルムに不連続のアタッチメントによって取り付けられてい
る、請求項６２～７３のいずれか１つに記載の防護被覆。
【請求項７５】
　前記機能層が前記微孔質フィルムに接着剤によって取り付けられている、請求項６２～
７４のいずれか１つに記載の防護被覆。
【請求項７６】
　前記防護被覆のガーレー数が１２０秒未満である、請求項６２～７５のいずれか１つに
記載の防護被覆。
【請求項７７】
　疎油性微孔質フィルムを有する防護被覆面をディーゼル燃料で汚染した後の２ＣＥＳ透
過量が５０μｇ／ｃｍ2未満である、請求項６２～７６のいずれか１つに記載の防護被覆
。
【請求項７８】
　疎油性微孔質フィルムを有する防護被覆面を皮脂で汚染した後の２ＣＥＳ透過量が２０
μｇ／ｃｍ2未満である、請求項７７に記載の防護被覆。
【請求項７９】
　６回の洗濯／乾燥サイクル後の２ＣＥＳ透過量が２０μｇ／ｃｍ2未満である、請求項
６２～７６のいずれか１つに記載の防護被覆。
【請求項８０】
　疎油性微孔質フィルムを有する防護被覆面をディーゼル燃料で汚染した後の２ＣＥＳ透
過量が２０μｇ／ｃｍ2未満である、請求項６２～７６のいずれか１つに記載の防護被覆
。
【請求項８１】
　水蒸気透過量が２０００ｇ／ｍ2／日より大きい、請求項６２～８０のいずれか１つに
記載の防護被覆。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１００
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１００】
　この結果は、微孔質フィルムを有する構造体は微孔質フィルムのないサンプルと比べて
同等のＭＶＴＲを有することを示している。連続通気性ポリマー層を有するサンプルにお
いてＭＶＴＲの減少が観察されている。
　本発明の態様を以下に示す。
　（１）
　少なくとも１つの微孔質フィルム、及び
　そこに取り付けられた機能層を含む防護被覆であって、少なくとも１つの微孔質フィル
ムが疎油性である、空気透過性を有する防護被覆。
　（２）
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　少なくとも１つの微孔質フィルムが延伸ポリテトラフルオロエチレン（ｅＰＴＦＥ）を
含む、項目１に記載の防護被覆。
　（３）
　少なくとも１つの微孔質フィルムが、フルオロアクリレート、フッ素化ポリエーテル、
フルオロウレタン、フルオロシリコーン及び非晶質フルオロポリマーから選択される少な
くとも１種の材料を含む疎油性被膜を含んでなる、項目１に記載の防護被覆。
　（４）
　前記微孔質ｅＰＴＦＥフィルムが、フルオロアクリレート、フッ素化ポリエーテル、フ
ルオロウレタン、フルオロシリコーン及び非晶質フルオロポリマーから選択される少なく
とも１種の材料を含む疎油性被膜を含んでなる、項目２に記載の防護被覆。
　（５）
　少なくとも１つの微孔質フィルムのオイル等級が４以上である、項目１に記載の防護被
覆。
　（６）
　少なくとも１つの微孔質フィルムのオイル等級が６以上である、項目１に記載の防護被
覆。
　（７）
　前記機能層が前記少なくとも１つの微孔質フィルムに不連続のアタッチメントによって
取り付けられている、項目１に記載の防護被覆。
　（８）
　少なくとも１つの微孔質フィルムが前記機能層に不連続の接着剤によって取り付けられ
ている、項目１に記載の防護被覆。
　（９）
　前記機能層が吸着機能性材料を含む、項目１に記載の防護被覆。
　（１０）
　前記吸着機能性材料が活性炭を含む、項目９に記載の防護被覆。
　（１１）
　前記機能性材料が、吸着性及び反応性材料から選択される少なくとも１種の他の材料を
含む、項目９に記載の防護被覆。
　（１２）
　前記機能層がさらに活性炭を含む編物布地シートを含んでなる、項目９に記載の防護被
覆。
　（１３）
　前記機能層がさらに活性炭を含む連続気泡フォームを含んでなる、項目９に記載の防護
被覆。
　（１４）
　前記機能層が活性炭を２００ｇ／ｍ2未満含む、項目９に記載の防護被覆。
　（１５）
　前記機能層が活性炭を１５０ｇ／ｍ2未満含む、項目９に記載の防護被覆。
　（１６）
　前記機能層が活性炭を１００ｇ／ｍ2未満含む、項目９に記載の防護被覆。
　（１７）
　シェル布帛及び裏当て材料から選択される少なくとも１種の追加材料をさらに含む、項
目１に記載の防護被覆。
　（１８）
　前記防護被覆のガーレー数が１２０秒未満である、項目１に記載の防護被覆。
　（１９）
　前記防護被覆のＭＶＴＲが４０００ｇ／ｍ2／日より大きい、項目１に記載の防護被覆
。
　（２０）
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　前記防護被覆のＭＶＴＲが６０００ｇ／ｍ2／日より大きい、項目１に記載の防護被覆
。
　（２１）
　前記防護被覆のＭＶＴＲが２０００ｇ／ｍ2／日より大きい、項目１７に記載の防護被
覆。
　（２２）
　前記防護被覆のＭＶＴＲが４０００ｇ／ｍ2／日より大きい、項目１７に記載の防護被
覆。
　（２３）
　前記防護被覆のＭＶＴＲが６０００ｇ／ｍ2／日より大きい、項目１７に記載の防護被
覆。
　（２４）
　第１及び第２の微孔質フィルム、及び
　その間に含まれる活性炭含有シートを含んでなる機能層を含む防護被覆であって、１２
０ガーレー秒未満の空気透過性を有する防護被覆。
　（２５）
　前記微孔質フィルムの少なくとも１つが延伸ポリテトラフルオロエチレン（ｅＰＴＦＥ
）を含む、項目２４に記載の防護被覆。
　（２６）
　前記活性炭含有シートが少なくとも１つの微孔質フィルムに不連続のアタッチメントに
よって取り付けられている、項目２４に記載の防護被覆。
　（２７）
　少なくとも１つの微孔質フィルムが前記機能層に不連続の接着剤によって取り付けられ
ている、項目２４に記載の防護被覆。
　（２８）
　前記機能層が、吸着性及び反応性材料から選択される少なくとも１種の他の機能性材料
を含む、項目２４に記載の防護被覆。
　（２９）
　前記活性炭含有シートが編物布地シートを含む、項目２４に記載の防護被覆。
　（３０）
　前記活性炭含有シートがフォームを含む、項目２４に記載の防護被覆。
　（３１）
　前記機能層が活性炭を２００ｇ／ｍ2未満含む、項目２４に記載の防護被覆。
　（３２）
　シェル布帛及び裏当て材料から選択される少なくとも１種の追加材料をさらに含む、項
目２４に記載の防護被覆。
　（３３）
　水蒸気透過量が４０００ｇ／ｍ2／日より大きい、項目２４に記載の防護被覆。
　（３４）
　水蒸気透過量が６０００ｇ／ｍ2／日より大きい、項目２４に記載の防護被覆。
　（３５）
　前記機能層が活性炭を１００ｇ／ｍ2未満含む、項目２４に記載の防護被覆。
　（３６）
　第１及び第２の微孔質フィルム、及び
　その間に含まれる機能層を含む防護被覆であって、少なくとも１つの微孔質フィルムが
疎油性である、空気透過性を有する防護被覆。
　（３７）
　少なくとも１つの微孔質フィルムが延伸ポリテトラフルオロエチレン（ｅＰＴＦＥ）を
含む、項目３６に記載の防護被覆。
　（３８）
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　少なくとも１つの微孔質フィルムが、フルオロアクリレート、フッ素化ポリエーテル、
フルオロウレタン、フルオロシリコーン及び非晶質フルオロポリマーから選択される少な
くとも１種の材料を含む疎油性被膜を含んでなる、項目３６に記載の防護被覆。
　（３９）
　少なくとも１つのｅＰＴＦＥフィルムが、フルオロアクリレート、フッ素化ポリエーテ
ル、フルオロウレタン、フルオロシリコーン及び非晶質フルオロポリマーから選択される
少なくとも１種の材料を含む疎油性被膜を含んでなる、項目３７に記載の防護被覆。
　（４０）
　少なくとも１つの微孔質フィルムのオイル等級が４以上である、項目３６に記載の防護
被覆。
　（４１）
　少なくとも１つの微孔質フィルムのオイル等級が６以上である、項目３６に記載の防護
被覆。
　（４２）
　前記機能層が少なくとも１つの微孔質フィルムに不連続のアタッチメントによって取り
付けられている、項目３６に記載の防護被覆。
　（４３）
　少なくとも１つの微孔質フィルムが前記機能層に不連続の接着剤によって取り付けられ
ている、項目３６に記載の防護被覆。
　（４４）
　前記機能層が吸着機能性材料を含む、項目３６に記載の防護被覆。
　（４５）
　前記吸着機能性材料が活性炭を含む、項目４４に記載の防護被覆。
　（４６）
　前記機能性材料が、吸着性及び反応性材料から選択される少なくとも１種の他の材料を
さらに含む、項目４４に記載の防護被覆。
　（４７）
　前記機能層がさらに活性炭を含む編物布地シートを含んでなる、項目３６に記載の防護
被覆。
　（４８）
　前記機能層がさらに活性炭を含む連続気泡フォームを含んでなる、項目３６に記載の防
護被覆。
　（４９）
　前記機能層が活性炭を２００ｇ／ｍ2未満含む、項目４５に記載の防護被覆。
　（５０）
　前記機能層が活性炭を１５０ｇ／ｍ2未満含む、項目４５に記載の防護被覆。
　（５１）
　前記機能層が活性炭を１００ｇ／ｍ2未満含む、項目４５に記載の防護被覆。
　（５２）
　シェル布帛及び裏当て材料から選択される少なくとも１種の追加材料をさらに含む、項
目３６に記載の防護被覆。
　（５３）
　前記防護被覆のガーレー数が１２０秒未満である、項目３６に記載の防護被覆。
　（５４）
　前記防護被覆のＭＶＴＲが４０００ｇ／ｍ2／日より大きい、項目３６に記載の防護被
覆。
　（５５）
　前記防護被覆のＭＶＴＲが６０００ｇ／ｍ2／日より大きい、項目３６に記載の防護被
覆。
　（５６）
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　疎油性微孔質フィルムを有する防護被覆面をディーゼル燃料で汚染した後の２ＣＥＳ透
過量が５０μｇ／ｃｍ2未満である、項目３６に記載の防護被覆。
　（５７）
　疎油性微孔質フィルムを有する防護被覆面を皮脂で汚染した後の２ＣＥＳ透過量が２０
μｇ／ｃｍ2未満である、項目３６に記載の防護被覆。
　（５８）
　６回の洗濯／乾燥サイクル後の２ＣＥＳ透過量が２０μｇ／ｃｍ2未満である、項目３
６に記載の防護被覆。
　（５９）
　第１及び第２の疎油性微孔質フィルム、及び
　その間に含まれる活性炭含有シートを含む防護被覆であって、活性炭を２００ｇ／ｍ2

未満含み、ガーレー数が１２０秒未満の空気透過性を有する防護被覆。
　（６０）
　前記第１及び第２の微孔質フィルムが延伸ポリテトラフルオロエチレン（ｅＰＴＦＥ）
を含む、項目５９に記載の防護被覆。
　（６１）
　前記活性炭含有シートが前記微孔質フィルムに接着剤で接着されている、項目５９に記
載の防護被覆。
　（６２）
　少なくとも１つの微孔質フィルムのオイル等級が４以上である、項目５９に記載の防護
被覆。
　（６３）
　前記少なくとも１つの微孔質フィルムのオイル等級が６以上である、項目５９に記載の
防護被覆。
　（６４）
　前記第１及び第２の疎油性微孔質フィルムのオイル等級が４以上である、項目５９に記
載の防護被覆。
　（６５）
　前記活性炭含有シートが炭素を１５０ｇ／ｍ2未満含む、項目５９に記載の防護被覆。
　（６６）
　前記活性炭含有シートが炭素を１００ｇ／ｍ2未満含む、項目５９に記載の防護被覆。
　（６７）
　前記活性炭含有シートが、吸着性及び反応性材料から選択される少なくとも１種の追加
材料をさらに含む、項目５９に記載の防護被覆。
　（６８）
　前記活性炭含有シートが編物布地を含む、項目５９に記載の防護被覆。
　（６９）
　前記活性炭含有シートが連続気泡フォームを含む、項目５９に記載の防護被覆。
　（７０）
　前記活性炭含有シートが前記微孔質フィルムに不連続のアタッチメントによって取り付
けられている、項目５９に記載の防護被覆。
　（７１）
　シェル布帛及び裏当て材料から選択される少なくとも１種の追加材料をさらに含む、項
目５９に記載の防護被覆。
　（７２）
　前記防護被覆のＭＶＴＲが２０００ｇ／ｍ2／日より大きい、項目７１に記載の防護被
覆。
　（７３）
　前記防護被覆のＭＶＴＲが４０００ｇ／ｍ2／日より大きい、項目７１に記載の防護被
覆。
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　（７４）
　前記防護被覆のＭＶＴＲが６０００ｇ／ｍ2／日より大きい、項目７１に記載の防護被
覆。
　（７５）
　ディーゼル燃料で汚染した後の２ＣＥＳ透過量が５０μｇ／ｃｍ2未満である、項目７
１に記載の防護被覆。
　（７６）
　皮脂で汚染した後の２ＣＥＳ透過量が２０μｇ／ｃｍ2未満である、項目７５に記載の
防護被覆。
　（７７）
　第１及び第２の微孔質フィルム、
　該微孔質フィルムの間に含まれる機能層、
　該第１の微孔質フィルムに隣接しかつ該機能層の反対にある少なくとも１つの第１の追
加材料、並びに
　該第２の微孔質フィルムに隣接しかつ該機能層の反対にある少なくとも１つの第２の追
加材料を含む防護被覆であって、該微孔質フィルムの少なくとも１つが疎油性である、空
気透過性を有する防護被覆。
　（７８）
　前記第１及び第２の微孔質フィルムの少なくとも１つのオイル等級が４以上である、項
目７７に記載の防護被覆。
　（７９）
　前記第１及び第２の微孔質フィルムの少なくとも１つのオイル等級が６以上である、項
目７７に記載の防護被覆。
　（８０）
　シェル及び裏当て材料から選択される少なくとも１つの追加材料の層をさらに含む、項
目７７に記載の防護被覆。
　（８１）
　前記微孔質フィルムの少なくとも１つが延伸ポリテトラフルオロエチレン（ｅＰＴＦＥ
）を含む、項目７７に記載の防護被覆。
　（８２）
　前記第１及び第２の微孔質フィルムがｅＰＴＦＥを含む、項目７７に記載の防護被覆。
　（８３）
　前記第１及び第２の微孔質フィルムの少なくとも１つが、フルオロアクリレート、フッ
素化ポリエーテル、フルオロウレタン、フルオロシリコーン及び非晶質フルオロポリマー
から選択される少なくとも１種の材料を含む疎油性被膜を含んでなる、項目７７に記載の
防護被覆。
　（８４）
　前記機能層が吸着機能性材料を含む、項目７７に記載の防護被覆。
　（８５）
　前記機能層が活性炭を含む、項目８４に記載の防護被覆。
　（８６）
　前記機能層が、吸着性及び反応性材料から選択される少なくとも１種の追加材料をさら
に含む、項目８４に記載の防護被覆。
　（８７）
　前記機能層が炭素を２００ｇ／ｍ2未満含む、項目８５に記載の防護被覆。
　（８８）
　前記機能層が炭素を１５０ｇ／ｍ2未満含む、項目８５に記載の防護被覆。
　（８９）
　前記機能層が炭素を１００ｇ／ｍ2未満含む、項目８５に記載の防護被覆。
　（９０）
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　前記機能層がフォームシートを含む、項目８５に記載の防護被覆。
　（９１）
　前記機能層が編物布地を含む、項目８５に記載の防護被覆。
　（９２）
　前記機能層が前記微孔質フィルムに不連続のアタッチメントによって取り付けられてい
る、項目７７に記載の防護被覆。
　（９３）
　前記機能層が前記微孔質フィルムに接着剤によって取り付けられている、項目７７に記
載の防護被覆。
　（９４）
　前記防護被覆のガーレー数が１２０秒未満である、項目７７に記載の防護被覆。
　（９５）
　疎油性微孔質フィルムを有する防護被覆面をディーゼル燃料で汚染した後の２ＣＥＳ透
過量が５０μｇ／ｃｍ2未満である、項目７７に記載の防護被覆。
　（９６）
　疎油性微孔質フィルムを有する防護被覆面を皮脂で汚染した後の２ＣＥＳ透過量が２０
μｇ／ｃｍ2未満である、項目９５に記載の防護被覆。
　（９７）
　６回の洗濯／乾燥サイクル後の２ＣＥＳ透過量が２０μｇ／ｃｍ2未満である、項目７
７に記載の防護被覆。
　（９８）
　疎油性微孔質フィルムを有する防護被覆面をディーゼル燃料で汚染した後の２ＣＥＳ透
過量が２０μｇ／ｃｍ2未満である、項目７７に記載の防護被覆。
　（９９）
　水蒸気透過量が２０００ｇ／ｍ2／日より大きい、項目７７に記載の防護被覆。
　（１００）
　水蒸気透過量が４０００ｇ／ｍ2／日より大きい、項目７７に記載の防護被覆。
　（１０１）
　水蒸気透過量が６０００ｇ／ｍ2／日より大きい、項目７７に記載の防護被覆。
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